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１．はじめに 

 国道２３１号のうち石狩市厚田区安瀬から石狩市浜益区雄冬間においては，これまでに落石，雪崩，越波

による通行止めが発生しており、防災上の課題を抱えていた。これらの課題の解消を目的とした防災対策事

業の一環である「浜益トンネル」は、ガマタトンネルと雄冬岬トンネル(既設トンネル)をバイパストンネル(新

設トンネル)で接続することで、完成後は千代志別トンネルから雄冬岬トンネル間までの総延長が 4,744ｍの

長大トンネルとなる(図－１)。 

本坑は両端部(分岐部)において、供用中の既設トンネルに接続する構造である。本坑掘削において端部に

坑口付けすると道路交通に影響を及ぼすため、先行して作業坑を構築し，本坑に接続した。 

２．分岐部の補強・仮設工 

 分岐部は、完成後、非常駐車帯

として利用する計画であり、非常

駐車帯断面で既設トンネルと接続

してその後、標準断面となる構造

である(図－２)。 

分岐部の掘削前に、既設トンネ

ル接続部の補強として裏込め注入

工および補強ロックボルト工を施

工した。また、既存の防災･電気通

信設備がトンネル掘削に支障とな

るため、埋設管路を構築してこれ

らの設備を移設した。その後、分

岐部掘削時の道路交通を確保する

ためにプロテクターを設置し、コ

ンクリート充填工を行った。これ

らの工事がすべて完了した後、ト

ンネル掘削、覆工・防水工に移行した。図－３に分岐部非駐帯部、図－４に分岐部標準部の断面図を示す。 

キーワード 分岐部 供用中 既設トンネル 

連絡先 〒060-8632 北海道札幌市中央区大通西 7丁目 1-1 北海道支店 TEL011-252-7329 
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図－１ 全体平面図 
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